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7. 会員校教育責任者･連絡責任者等説明会の実施

　平成27年6月27日（土）にTKP市ヶ谷カンファレンス
センター　ホール3Cにおいて、会員校教育責任者･連絡責
任者等説明会を開催し、会員校37校40名の出席がありま
した。また、説明会の後に、引続き個別相談会を開催し、次
年度から開設予定の資格教育課程の事務手続き等、具体的
な相談が14大学からありました。

（1）協会の資格改革の動向について
　森脇代表理事･会長より、謝辞の後、開会の挨拶に代えて
資料をもとに、協会の資格の体系、資格改革の動き、資格教
育課程の改善･開発の要点、「能動的学修の教員研修リーダ
ー講座｣の開催、産学官地との交流の推進、資格の質保証、
大学教育改革に協会ができることは何か、について詳細な
説明がありました。

（2）「実践キャリア実務士」教育課程から始める到達目標
達成度評価表（ルーブリック）による新たな質保証方
法について

　大宮教育･企画常任委員長から、資料をもとに導入の背
景・理由、学修の質保証の方法等、具体的かつ詳細な説明
がありました。（本紙2頁に詳しく掲載）

（3）最近における資格に関する動向について
　山下資格教育課程審査常任委員長より、社会の変化に対
応した資格教育課程等の改善･開発状況のほか、就業力を
備えた人材ニーズに応えるべく、大学教育は、地域･企業と
つながる課題解決型学修等の学修方法の導入を求められ
ている。この点を踏まえた資格教育課程の見直しを始めて
いることや、観光ビジネス実務士の一部改正（平成28年4
月1日施行）について、変更点を中心にパワーポイントを
併用した詳細な説明がありました。
　続いて、江崎資格教育課程審査常任副委員長から、新資
格・リニューアルⓃ資格の開設状況、資格の取得条件のほ
か、教育課程の
審査におけるポ
イント等につい
て、次の事項を
含めパワーポイ
ントを併用した
詳しい説明があ
りました。

資格必修科目シラバスと教育課程ガイドラインの関係
①必修科目のシラバスは、学修の到達目標から読取る
②必修科目は、授業計画の中に6～ 7割含む内容である
ことを確認する

定款･資格認定関係規程集（Ⅰ）掲載資格の場合
①必修科目のシラバスは、学修の到達目標から読取る
②必修科目「総合的実践実務」は、チームでの課題解決を
行っていることが基本
　また、ガイドラインに示す①～⑧の内容を網羅し、か
つ、授業計画の中に5割以上（実践キャリア実務士は6
～7割以上）を含む内容であることを確認する

　また、既存資格とリニューアルⓃ資格は当分の間並行し
て存続するが、既存資格の変更申請を行う場合は、リニュ
ーアルⓃ資格への切り替えもご検討いただきたい。なお、
資格教育課程の申請については、事前指導を受け付けてい
るので是非ご利用いただきたいとの発言がありました。

（4）協会の動き、事務手続き及び協会に寄せられたご意
見、ご要望について

　新屋理事・事務局長から、平成26年度の主要な事業に
ついて、パワーポイント及び資料により、平成26年度事業
報告や実務教育優秀教員表彰に関する規程の一部改正に
ついて説明がありました。
　続いて、事務局三田主事より、資格教育課程認定審査、資
格認定証授与申請にかかる事務手続きについて説明あり
ました。

（5）意見交換
　①既に観光ビジネス実務士を開設している大学が、新規
程の内容で審査を受ける場合の提出書類について　②平
成30年度入学生から義務化される実践キャリア実務士の
授与申請時の提出書類について　③資格認定証申請費用
納入後に、単位不足等の理由から取得できない学生分の納
入金額の返金について　の3件について質疑応答があり
ました。
　以上をもって会員校教育責任者･連絡責任者等説明会は
閉会し、続いて個別相談会が開催され、教育課程の内容や
提出書類の確認等、具体的な質問事項に対し、担当委員か
ら詳細な説明、指導がありました。

8. 新役員の構成について
　平成27年11月1日現在の役員構成は、次のとおりです。任期は、平成27年5月16日から平成29年5月定時評議員会
終結時までとなっています。
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森脇　道子
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安藤　正人

遠藤　静子

大河原　量

大宮　　登

小暮　恭一
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前 自由が丘産能短期大学 学長

学校法人新潟青陵学園 理事長

愛知学泉短期大学 学長

桜の聖母短期大学 学長

学校法人武庫川学院 理事長・学院長

高崎経済大学 教授

株式会社エム･ソフト 代表取締役会長兼CEO

札幌国際大学 学長
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林　　忠行

福井　洋子

森　　征一

山下　恵子

新屋　秀幸

遠藤　克弥

加藤　　晃

公立大学法人山梨県立大学 理事長･学長

京都女子大学 学長

大手前短期大学 学長

学校法人常磐大学 理事長

学校法人宮崎学園 理事長

一般財団法人全国大学実務教育協会 事務局長

東京国際大学 副学長

学校法人金城学園 学園長

実務教育の現場から

十文字学園女子大学  人間生活学部生活情報学科  教授　田倉　　昭

情報教育における実務教育

はじめに
　十文字学園は、創設者十文字こと先生の「教育を受け
たいと思う女性がひとりでも多く学べる学校を作りた
い」という強い願いのもと、1922（大正11）年に設立
され、90余年におよぶ歴史をもっています。建学の精
神は、学園歌「身をきたへ　心きたへて　世の中に　た
ちてかひある　人と生きなむ」のなかに込められてい
ます。生活情報学科では、学生が情報とビジネスを学
び、学んだことを社会で生かすことで建学の精神を実
現しています。

学生の育成方針
　生活情報学科は、情報コースとビジネスコースの二
つのコースを有しています。どちらのコースにおいて
も、ICT技術の発達により多様化する社会において、自
ら考え、社会の変化に柔軟に対応できる人間の育成を
目標としています。この目標を実現するため、本学科の
カリキュラムは、上級情報処理士とウェブデザイン実
務士の資格がともに取得可能な幅広いものとなってい
ます。学生は、二つのコースのいずれかに所属すること
により一つの専門を深く学びます。さらにもう一方の
コースの専門知識や技術を加えることにより、広い視
野を持ち実社会で活躍することができる人材を養成し
ます。このように、知識や技術を複合的に学ぶ体験を通
して、自らを発展させる力を身に付け、その結果、生涯
にわたって学び続けられる人材を育成します。幅広い
カリキュラムにより、多くの学生が様々な資格を積極
的に取得しています。資格取得を通して、学生は自信を
持つとともに、そのプロセスを通して知識や技術を深
め、視野を広げています。

情報教育における実務教育の実施例
　本学は、平成26年度に「新座市をキャンパスに！＋
（プラス）となる人づくり、街づくり」というテーマで、
文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に採択されまし
た。本事業には、学生が主体的に活動するプロジェクト
が数多くあります。その中の一つの情報系プロジェク
トで、学生の力だけで多くの人に使用されているプロ
ダクトを開発した例を紹介します。
　埼玉県の男女共同参画課より、スマートフォンで動
作するデートDV防止啓発アプリの開発依頼を頂き、学
生2名が共同開発しました。2名の学生は、もともとオ
リジナルゲームを作りたいと考えており、しかも
Androidのスマートフォンでのアプリ開発を勉強して
いました。時を同じく埼玉県がスマートフォンアプリ
を使った高校生等へのデートDV啓発を行いたいと考

えていることが分かりました。そこで、本学に開発依頼
を頂き、デートDV啓発アプリ「あなたの恋は大丈夫？」
を開発しました。クイズ形式で出題される質問に答え
るとデートDVの危険性があるかどうかを判定するア
プリです。開発したアプリは、Google Playで無料公開
しています。
　情報教育に限ったことではありませんが、考えたこ
とを実際に形にすることで、それまで見えていなかっ
た問題が現れることはよくあることです。デートDV啓
発アプリでも、学生が最初に作ったものは、一見問題な
く動作するのですが、この種のアプリとしてはサイズ
が極端に大きなものとなっていました。そこから提供
までの１ヶ月間で実用的なプロダクトに仕上げまし
た。このアプリ開発を通して、学生たちは実用性には機
能と性能、使い勝手のバランスが大事であることを学
んだことと思います。また、学生でも多くの人に使わ
れ、社会に役立つものを作ることができることを経験
し、大きな自信となったことと思います。現在は、後輩
の学生がiPhoneで動作するアプリを新規に開発して
います。

情報教育におけるアクティブラーニング
　ウ ェ ブ デ ザ イ ン 実 務 士 の 必 修 科 目 と し て
JavaScriptを使ったWebプログラミングの授業があ
ります。そこでのアクティブラーニングの取り組みを
紹介します。この授業では、資料の提供と課題の提出に
E-learningシステムを使っています。課題の採点を翌
週の授業までに行います。授業の冒頭で、前週の課題に
ついて解答と解説を行います。学生の解答の中には、と
きには思いもよらない発想の解答があり、私自身も嬉
しくなります。その個性を否定せず、伸長するように心
がけています。また、課題提出時に学生から出された質
問には、課題の採点結果とともに次の授業までに回答
します。ICTが発達し、どんなに情報化社会になっても、
この学生とのコミュニケーションが、学生の意欲を向
上させ、課題に積極的に取り組む姿勢が生まれている
ように感じております。

おわりに
　十文字学園女子大学生活情報学科で行っている情報
教育における実務教育の一部を紹介しました。これか
らも社会とかかわり、学生が自ら考えて行動し、学生の
考えを形にすることにこだわった実務教育を積極的に
進めていきます。その結果として、一人でも多く社会で
活躍する人間を送り出していきたいと考えています。


